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１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

3,10
3-4,10-2

　高次脳機能障害者及び家族に対する支援等を行うため
の相談事業や研修会の開催、地域支援のための事業など
を行う。

　ア　高次脳機能障害者相談事業　　　　　1,556千円
　イ　支援コーディネーター派遣　　　　　　 91千円
　ウ　高次脳機能障害ピア・カウンセリング事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　997千円
　エ　高次脳機能障害普及・啓発事業　　　  207千円
　オ　高次脳機能障害研修事業　　　　　　　182千円
　カ　高次脳機能障害支援体制整備推進委員会の開催
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　85千円

（１）事業内容
　　ア　高次脳機能障害者相談事業（相談・医学的診断等のための精神科医等雇用、相談等事業的経費）　　1,556千円
　　イ　支援コーディネーター派遣（支援コーディネーター派遣のための事務的経費等）　　　　　　　　　　 91千円
　　ウ　高次脳機能障害ピア・カウンセリング事業（ピア・カウンセリング事業に係る委託料）　　　　　　　997千円
　　エ　高次脳機能障害普及・啓発事業（県民セミナー開催のための講師謝金、会場使用料等）　　　　　　  207千円
　　オ　高次脳機能障害研修事業（関係者向けの研修会開催のための講師謝金、会場使用料等）　　　　　　　182千円
　　カ　高次脳機能障害支援体制整備推進委員会の開催（委員会開催のための委員謝金、会場使用料）　　　　 85千円

（２）事業計画
　　ア　高次脳機能障害支援拠点機関である総合リハビリテーションセンターにおいて、高次脳機能障害者・家族・関
　　　係機関からの相談に応じて助言・情報提供などをするとともに医学的診断・評価などを行う。
    イ　支援コーディネーターを市町村や相談支援事業所等に定期的に派遣、地域における相談の担い手を養成する。
　　ウ　地域における高次脳機能障害者・家族に対する支援の一環として、当事者・家族がその体験等に基づき相談に
　　　応じて、助言や情報提供などを行い、相談者の自己解決の助力や不安の軽減などを図るピア・カウンセリング事
　　　業を委託により行う。
　　エ　啓発リーフレットの作成や、県民の方対象のセミナーの開催などを行う。
　　オ　高次脳機能障害についての診断・助言等ができるよう関係者向けの研修会を開催する。
    カ　県内における支援体制の整備を図ることを目的として、推進委員会を設置する。

（３）事業効果
　　　　高次脳機能障害者や家族の負担の軽減や安心した地域生活につながり、福祉の向上が図られる。
　　　　・相談件数（埼玉県高次脳機能障害者支援センター）令和３年度　4,272件
　　　　・医療関係者向け専門研修　令和元年度　269人・令和２年度　317人・令和３年度　247人
　　　　・市町村・相談支援事業者等向け研修　令和元年度　139人・令和２年度　568人・令和３年度　1210人

２　事業主体及び負担区分
地域生活支援事業費等補助金(国1/2、県1/2)

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×0.5人＝4,750千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比国庫支出金

決定額 3,118 1,554

前年額 3,354 1,671 1,683

― 福祉部 128 ―

誰もが活躍し共に生きる社会の実現

1,564 △236

障害者の自立・生活支援



 

事業名

単位事業名 予算額 1,556千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 1,365 △140 精神科医雇用　

旅費 60 0 関係機関連絡旅費　
シンポジウム参加　
普及事業連絡協議会　

需用費 97 0 消耗品費　コピー用紙
印刷製本費　コピー代
事務用品代　

役務費 34 0 通信運搬費

合計 1,556 △140

単位事業名 予算額 91千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 89 0 関係機関連絡旅費　 2,000円
コーディネーター派遣旅費　1,200円×72回

　

事業内訳書

高次脳機能障害者支援強化事業

高次脳機能障害者相談事業

主な内容

支援コーディネーター派遣事業

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 91千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

需用費 2 0 コピー用紙代　1.08円×10枚×130部

合計 91 0

単位事業名 予算額 997千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 997 0 委託料　997,000円

合計 997 0

単位事業名 予算額 207千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 58 0 県民セミナー講師謝金　　25,000円×2人×1回
セミナー講師旅費相当額　4,000×2人×1回

　

主な内容

支援コーディネーター派遣事業

主な内容

高次脳機能障害ピア・カウンセリング事業

主な内容

高次脳機能障害普及・啓発事業



 

 

単位事業名 予算額 207千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

需用費 75 0 セミナー資料　30円×250部×1.1
リーフレット印刷製本　120円×500部×1.1

役務費 34 0 セミナー開催通知切手代　84円×400通

使用料及び賃借料 40 0 セミナー会場使用料　40,000円×1回

合計 207 0

単位事業名 予算額 182千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 112 0 講師（医師）　40,000円×1名×2回
講師（医師以外）　12,000円×1名×2回
講師交通費相当分　2,000円×2名×2回

役務費 42 △34 開催通知等切手代　84円×250機関×2回

　

高次脳機能障害普及・啓発事業

主な内容

高次脳機能障害研修事業

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 182千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

使用料及び賃借料 28 △12 会場借上料　14,000円×2回

合計 182 △46

単位事業名 予算額 85千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 73 0 検討委員会委員謝金（医師）　13,800円×1名×1回
検討委員会委員謝金（医師以外）　8,000円×6名×1回
検討委員会委員旅費相当額　1,600円×7人×1回

使用料及び賃借料 12 0 委員会会場使用料　12,000円×1回

合計 85 0

高次脳機能障害研修事業

主な内容

高次脳機能障害支援体制整備推進委員会の開催

主な内容


